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午後一一一時間十七分散命 ノ委員長報告ハ修一止デアリ吋ス、中小案ハ委員長ノ報告通リ決スル一一賛成ノ諸君ノ起立ヲ求メマ火〔賛成者起立〕O議長ハ山崎誼君U起立多数、何一ア本案ハ委員長報告泊リ決シマシ夕、是一一テ九案ノ第，}一調合ハ終了致シアンタ。山口喜久一郎君直テ一一九案ノ第三識脅ヲ開カレシコトヲ望ミマスO議長ハ山崎猛君V山口封ノ動議-一御異議アりマモヌカハ「異議ナシ」ト呼プ者アリ〕O議長ハ山崎猛君U御異議ナシト認メマス、的テ庇チニ九案ノ第一一一掛川曾ア開キ、議案全部ヲ議題ト致シマス111114x買1fill--職時拙償特別措置法案第三視曾金融機関再建整備法案第一一一讃曾特別和議法案第三讃命大城省預金部等損失特別底理法案第三讃曾厚生年金保険法及び船員保険法特y例由来，第一一一讃曾企業持建整備法案第三調曾財産駒怯集第三間曾財産禁議入金特別合計法案
第三靖曾企業整備資金措世訟を出版止する等'の一法律案第三靖曾O語長ハ山崎撞君U別一一御m院議モアEリマセヌカ一ア、九案トモ第二調合議決、一.ノ通リ確定致シマグタハ拍手UH疋一一一ア議.事同根ハ議了致シマシタρ凶七日ハ曾期終了日デアリマスガー定刻ヨリ本曾議ヲ開キさん、殺事U松ハ・H公報ヲ以テ通知致シゴ入、本日ハ是一一一ア散曾致、シ
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第二通貨安定-一闘スル決議案、ハ大野作防対外側名川梶山〉第一一一水能閥策樹立質施決議案ハ石原岡古対外十一一一fd提川U第凶飼料政策確立一一闘スル建議出来ハ永井勝次郎対外九名提出U
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〔削前ヲ省略シタ'報告U一-昨六日貨肱院カラ問付セラレタ政.府提出案ハ・次ノ通リヲアル，、市川閥震改一止案一、昨六日貨砕悦-一於-7・本院カラ治付ノ弐ノ政府品川実ヲ可決シタ一回日、同院カラ通牒ヲ受領シ・タ競馬訟の一部を改圧する法律案一、議員カラ提出サレタ議案ハ衣ノ掻
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自作農創設特別措世法案ハ政府提出〉に封する修医案-‘ha提出者も-宮古築二一対/三浦貨之助対・LL・4fド.友fsH剛町Bι--BAJ記酎v可A自作農創設特別措置結集ハ政府提出〉に掛する修直案官報披外
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決、法令及び詔勅を排除ナ?灯、。一O議長ハ山崎猛君U此ノ際内閣総副大恒久の・-H木岡民は、経千和を念願し、一山ヨリ壁一一号求メテレ一ア附!?i向-M九品目川内閣総即大山人間初五の関係を支配-する怖憾な理一-1
・一門閥務大山土口川茂対弦明U二恕を潔く山一見する川仰のであ一ごし、一O画一明大臣ハ者自主3HA7先政院3L3〉Lac-:kFtby亡、千和一EP-}Ill!illドlib--，一ノ修正-一卦シ木院ノ可決ヲ得、-W同窓veh損して‘われらの安全官{を愛ナリ勺山隊約訪問山刊の公一止と信也君「法改一止案一ハ掠-一確定ヲ見ル-一一主リマシ正生か士山限時し也d一タハ拍手し此ノ機命日一一政府ヲ代表致シ，T仁委ねよrr決意したoわれらは、一宮一ア、二百御技拶ヲ巾ジタイト忠ヒマ千和を維持し、一識と川護、告と一ス、水警一一一筒Z堅守、挙民，制狭を地上から永遠仁一物去↓ょうと『.及ι貴族院/熱心慌一百一ナル審議ヲ純マ;J1・.努Vのてゐる間際枇んけに机ル忙い1名幹一シテ、詰切・アル修正ヲモ加へラレ、J件ある地位そ占めたい品仰と尽品。ゎ一一初日・本建設ノ礎タルぺキ憲法改一止・案れらは、全位界の凶一民が、ひとしく一ノ雌定ヲ見vw-一五リイシJコトハ、同恐怖と紋乏から鬼かれ、平和のグち一民諸対ト共-一泊一一欣ピニ堪へナイ所デに生存する能利を有?70之とを確認一アリゴ人ハ拍手U，する0・、‘一昨ブニ新日本建設ノ大日的ヲ達成われらは、いづれの同家も、自問一γ、此/憲法/即恕トスル所ヲ賀現致のことのみ仁専念して他閑を無税し一シマスルコトハ、今後閥民ヲ堺ゲテノてはならないのであって、政治活徳一絶大ナル努力ニ侠タナケレバナラナイゐり、一ノデアリマ.λ)政府ハ民一一間民諸川トa

の法則は、普遍的なものであ仏位指一ずるoこの町内則に卒中ことは、山岡一一臨トナリ、此ノ大HWノ達成一「築地引制を維持じ、他岡と謀関係仁一致ス覚的デプザイス苧一野手-F，一日ニ.Eル御心掛-一鈎シ感謝ノ意ヲ表明
立ようとする弁闘の責務であると信一

;一致しyTスルト共二、所懐ヲ壊ペテ御挟
ずる。一

一拶ト致シマスハ拍手U
H本閥民は、岡家の名啓にかけ、一J制的高・一O議長ハ山崎猿君U日程第一一、通貨山完全力をあげてこの凶限版な思想と日的一-

・一定に闘する決議案ヲ議題ト致ジゴーを達成汁けはほい!?ノ普話ヲ札ンマス|背木孝O議長ハ山崎抵一君U直チニ探決致シマ一義対ス、木案ノ赴峡院ノ修一止一一同意ノ誌がJ起立て末メTAハ賛成者起立山O議長ハ山崎猛君V五名ヲ除キ]北(ノ他/話料ハ全員起立、何-ア一一一分ノ二以上ノ多数ヲ以テ-貴族院ノ修庄一一同意λルニ決シてシタハ拍子U之ヲ以テ帝閥憲訟改一止案ハ確定致シマシタハ拍手〉

昭和二十
.月
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ii…提出有北政山市北一ハ一一一十日間十七行デプリTス-、是-一テ憲一農地制鞍訟の一部を改正寸る法作案一法第七十一一一一際協二一唄/議員総数一三分ノプハ政府提。仁鴨川する修一生AT二以上/定吻ハ十分一アアリ二、u粍提川者一第一、帝関誌法・改正案、貴族院悶付案日・古川祭二対一一漏出之助対一ヲ議題ト致、ンマスEt卜仁¥ト・在中'・-HmIZ--um叶4-畿地調終訟の}部を改医する抜作集一ハ政府提川Uじ到する修正案h-一提山者北政治刀一ハ以上十凡祝日佐山υ一通貨安定に闘ずる決絞第一奴止HH与nEt--ze大野作陀北川中.市内逸対一dIB--d・、25a、十Et--、hh、三、rs-匹民ヰMJ一ごJ424アー-悦森順治対‘一ハ以上十月六日'提山U一六昨六日弐/泊リ特別委員ノ川共助ガ一アツタ-h一一円年禁制法案ハ峠千阿川外十一名挺一山〉委員'一tF・A』‘1zt、wHtrs占阿瓦川HH住xkfuド火-rz-E{寸l訓rGJトメ白川1413r寸1ド寸91一肘即日牝山下存江川祁関山井秀古引一O議長ハ山崎猛君U是ヨリ町議グ開キ』マス、・青山内閣総創大山寸コリ坊川市川口ヌ体-建セ一フレマシ夕、誠一一持財政シマスlJ一諸対ノ御起立ヲ虫、寸守ス〔線員起立〕

肢は)十月十一日まで凶日間、人情閥議曾の曾則の延長を命ずるo〔鯨員敬抽出。瞳畏〈山崎猛一君〉

部一指附憲政改一止案ハ赴峡院同付U'、府間憲法改一止案ハ小・午及び1ーは貴族院修正〉‘日本閥憲法/日太閤民は、五常に選恕された関A前日における代表者を通じて行動し、われらξわれおの子孫のために、詩-M門民主の協和による成果と、わが岡去し土にわとって白山のもたらす恵津行践を確保し、政府の桁働によって一円び組る己止の時年の惨禍が段以比・ないやうにすることを決意し、-ミこに主慌が閥民に存ずることを宣言し、との憲法を臨般世畑定するJそもそも問政は、関民の出馬な信託によるものであって、その椛戚は閥民に山来LJその様力は閥民の代表者がこれを行使し、その一耐利は閥民がこれを享受するo比仲村H仰るoこれは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原田に某一く一い
Oものマある。

Oわれらは、これに反する一切の憲

第二油企安定に闘する決議案ハ犬野伴睦対外四名提出U通貨安定に闘する決議案通貨安定に闘する決議・速かに経済秩序の安定を問復し、新H本純情を建設し、岡崎生活の民

只今ノ出席議員数来議院議事謹記録第五十四批
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通貨安定に闘する決議案
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